
小テスト No.59 微分と積分 平均変化率，微分係数，導関数 

年 組 番 名前 ／20 

 
1. 関数 f x£ ¤x2x 2P3について，次の問に答えよ。 

(1) x が 1から 3まで変わるときの平均変化率を求めよ。 
 
 
 
 
 

(2) 微分係数の定義にしたがって，xx2 における微分係数 f´ 2£ ¤を求めよ。 
 
 
 
 
 
 
2. 放物線 yx3x 2 上の点 1, 3£ ¤における接線の傾きを求めよ。 
 
 
 
 
 
 
 
3. 導関数の定義にしたがって，関数 f x£ ¤xP3x 2O2 を微分せよ。 
 



小テスト No.60 微分と積分 導関数の計算 

年 組 番 名前 ／20 

 
1. 次の関数を微分せよ。 

(1) yxP2xO3  
 
 

(2) yxx 2P3xO4  
 
 

(3) yx3x 3O2x 2O4xP5  
 
 
 
 
 

(4) yx 2xO3£ ¤ x 2P2£ ¤  
 
 
 
 
 
2. 関数 f x£ ¤x2x 2P3において，xx3における微分係数 f´ 3£ ¤を求めよ。 
 
 
 
3. 関数 f x£ ¤xax 3Px 2PaxO1が，f´ 1£ ¤x2 を満たすとき，定数 aの値を求めよ。 
 



小テスト No.61 微分と積分 接線の方程式 

年 組 番 名前 ／20 

 
1. 関数 yx2x 2O3xO1のグラフ上の点 P2, 3£ ¤における接線の方程式を求めよ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2. 点 2, 2£ ¤から曲線 yxx 2P1へ引いた接線の方程式を求めよ。 
 



小テスト No.62 微分と積分 関数の増減，関数の極大・極小(1) 

年 組 番 名前 ／20 

 
1. 関数 f x£ ¤xx 3P3x 2P9xO2 の増減を調べよ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2. 関数 yxx 3P3xP2 の極値を求め，グラフをかけ。 
 



小テスト No.63 微分と積分 関数の極大・極小(2) 

年 組 番 名前 ／20 

 
1. 関数 yxx 3P6x 2O12xが極値をもつかどうか調べよ。 
 
 
 
 
 
 
 
2. 関数 f x£ ¤xx 3OaxObが xxP1において極大値 1をとるような定数 a，bの値を求め

よ。また，そのときの f x£ ¤の極小値を求めよ。 
 



小テスト No.64 微分と積分 関数の最大・最小(1) 

年 組 番 名前 ／20 

 
1. 関数 yx2x 3P3x 2P12xO3 について，次の区間における最大値と最小値を求めよ。 

(1) P2TxT4  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2) 0TxT3  
 



小テスト No.65 微分と積分 関数の最大・最小(2) 

年 組 番 名前 ／20 

 
1. 図のように，x 軸上に 2点 A，Bを，放物線 yxPx 2O3  

yu0£ ¤上に 2点 C，Dをとり，長方形 ABCDをつくる。

原点を O，この長方形の面積を Sとする。 
(1) OBxx とするとき，S を xを用いて表せ。 

 
 
 
 
 
 
 
 

(2) S の最大値を求めよ。 
 



小テスト No.66 微分と積分 方程式・不等式への応用(1) 

年 組 番 名前 ／20 

 
1. 次の方程式の異なる実数解の個数を調べよ。 

x 3P12xP8x0  
 



小テスト No.67 微分と積分 方程式・不等式への応用(2) 

年 組 番 名前 ／20 

 
1. xU0 のとき，次の不等式が成り立つことを証明せよ。 

2x x 2P6£ ¤u3 x 2P7£ ¤  
 



小テスト No.68 微分と積分 不定積分 

年 組 番 名前 ／20 

 
1. 次の不定積分を求めよ。 

(1) R4xdx  

 
 

(2) R2x 2dx  

 
 

(3) R x 2OxO1£ ¤dx  

 
 

(4) R 3x 2P3xO2£ ¤dx  

 
 

(5) R 2xO1£ ¤ 3xP1£ ¤dx  

 
 
 
2. 次の条件を満たす関数 F x£ ¤を求めよ。 

F´ x£ ¤x3x 2P5xO3，F 2£ ¤x0  
 



小テスト No.69 微分と積分 定積分(1) 

年 組 番 名前 ／20 

 
1. 次の定積分を求めよ。 

(1) 
2R

1
2xO1£ ¤dx  

 
 
 
 

(2) 
1R

0
x 2OxO1£ ¤dx  

 
 
 
 

(3) 
3R

1
x 2P3xO2£ ¤dx  

 
 
 
 

(4) 
1R

P1
2xP1£ ¤ 3xO1£ ¤dx  

 
 
 
 
 

(5) 
3R

2
t 2P5tO6£ ¤dt  

 



小テスト No.70 微分と積分 定積分(2) 

年 組 番 名前 ／20 

 
1. 次の定積分を求めよ。 

(1) 
1R

P2
xO2£ ¤ xO3£ ¤dxP 1R

P2
xO1£ ¤ xO4£ ¤dx  

 
 
 
 

(2) 
2R

2
2xP1£ ¤ 2dx  

 
 

(3) 
2R

P1
2x 2OxO2£ ¤dxP P1R

2
x 2PxP2£ ¤dx  

 
 
 
 

(4) 
1R

0
3x 2PxO1£ ¤dxO 2R

1
3x 2PxO1£ ¤dx  

 
 
 
 
2. 次の等式を満たす関数 f x£ ¤と定数 aの値を求めよ。 

xR
2
f t£ ¤dtxx 2OaxO2  

 



小テスト No.71 微分と積分 定積分と面積(1) 

年 組 番 名前 ／20 

 
1. 放物線 yxx 2O1と x軸および 2直線 xxP2， xx1で囲まれた部分の面積 Sを求め

よ。 
 
 
 
 
 
2. 次の放物線と x軸で囲まれた図形の面積 Sを求めよ。 

(1) yxx xO2£ ¤  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2) yxPx 2O2xO3  
 



小テスト No.72 微分と積分 定積分と面積(2) 

年 組 番 名前 ／20 

 
1. 放物線 yxx 2Pxと直線 yxxで囲まれた図形の面積 Sを求めよ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2. 2 つの放物線 yxx 2P2，yxPx 2O2xO2で囲まれた図形の面積 Sを求めよ。 
 



小テスト No.73 微分と積分 定積分と面積(3) 

年 組 番 名前 ／20 

 
1. 次の定積分を求めよ。 

2R
P1

2xP3 dx  

 



小テスト解答 No.59 微分と積分 平均変化率，微分係数，導関数 
 
1. 

(1) f 3£ ¤Pf 1£ ¤
3P1

x
2 @ 32P3£ ¤P 2 @ 12P3£ ¤

2
x

18P3P2O3
2

x8  

 (5 点) 

(2) f´ 2£ ¤xlim
h!0

f 2Oh£ ¤Pf 2£ ¤
h  

xlim
h!0

2 2Oh£ ¤ 2P3P 2 @ 22P3£ ¤
h  

xlim
h!0

8hO2h 2

h  
xlim

h!0
8O2h£ ¤  

x8  
(5 点) 

2. 
放物線 yx3x 2 上の点 1, 3£ ¤における接線の傾きは，f x£ ¤x3x 2 とおくとf´ 1£ ¤ に等しいか

ら 

f´ 1£ ¤xlim
h!0

3 1Oh£ ¤ 2P3 @ 12

h  

xlim
h!0

6hO3h 2

h  
xlim

h!0
6O3h£ ¤  

x6  
(5 点) 

 
3. 

f´ x£ ¤xlim
h!0

f xOh£ ¤Pf x£ ¤
h  

xlim
h!0

P3 xOh£ ¤ 2O2P P3x 2O2£ ¤
h  

xlim
h!0

P3 x 2O2xhOh 2£ ¤O2P P3x 2O2£ ¤
h  

xlim
h!0

P6xhP3h 2

h  

xlim
h!0

h P6xP3h£ ¤
h  

xlim
h!0

P6xP3h£ ¤  
xP6x  

(5 点) 



小テスト解答 No.60 微分と積分 導関数の計算 
 
1. 

(1) y´xP2xO3£ ¤́ xP2 x£ ¤́ O 3£ ¤́ xP2  
(3 点) 

(2) y´x x 2P3xO4£ ¤́ x x 2£ ¤́ P3 x£ ¤́ O 4£ ¤́ x2xP3  
(3 点) 

(3) y´x 3x 3O2x 2O4xP5£ ¤́  
x3 x 3£ ¤́ O2 x 2£ ¤́ O4 x£ ¤́ P 5£ ¤́  
x3 @ 3x 2O2 @ 2xO4 @ 1P0  
x9x 2O4xO4  

(3 点) 
(4) yx2x 3O3x 2P4xP6  であるから 

y´x 2x 3O3x 2P4xP6£ ¤´  
x2 x 3£ ¤´O3 x 2£ ¤´P4 x£ ¤´P 6£ ¤´  
x2 @ 3x 2O3 @ 2xP4 @ 1P0  
x6x 2O6xP4  

(3 点) 
 
2. 

f x£ ¤を微分すると 
f´ x£ ¤x4x  

よって  f´ 3£ ¤x4 @ 3x12  
(4 点) 

 
3. 

f x£ ¤を xで微分すると 
f´ x£ ¤x3ax 2P2xPa  

であるから  f´ 1£ ¤x3aP2Pax2aP2  
f´ 1£ ¤x2 より  2aP2x2  
よって  ax2  

(4 点) 



小テスト解答 No.61 微分と積分 接線の方程式 
 
1. 

f x£ ¤x2x 2O3xO1  
とおくと 

f´ x£ ¤x4xO3  
点 P2, 3£ ¤における接線の傾きは 

f´P2£ ¤x4 @ P2£ ¤O3xP5  
したがって，求める接線は点 P2, 3£ ¤を通り，傾きP5 の直線である。 
よって，その方程式は 

yP3xP5 xO2£ ¤  
すなわち  yxP5xP7  

(8 点) 
 
2. 

接点を a, a 2P1£ ¤ とおく。 
y´x2x であるから，接線の傾きは 2aである。 
よって，接線の方程式は 

yP a 2P1£ ¤x2a xPa£ ¤  
すなわち  yx2axPa 2P1     ……① 
これが点 2, 2£ ¤を通るから 

2x4aPa 2P1  
整理すると 

a 2P4aO3x0  
aP1£ ¤ aP3£ ¤x0  

よって  ax1，3  
これらを①に代入して 

ax1 のとき  yx2xP2  
ax3 のとき  yx6xP10  

ゆえに，求める接線の方程式は 
yx2xP2， yx6xP10  

(12 点) 



小テスト解答 No.62 微分と積分 関数の増減，関数の極大・極小(1) 
 
1. 

f´ x£ ¤x3x 2P6xP9x3 xO1£ ¤ xP3£ ¤  
f´ x£ ¤x0 の解は  xxP1, 3  
よって，f x£ ¤の増減表は，次のようになる。 

x  …… P1 …… 3  ……

f´ x£ ¤  ＋ 0  － 0  ＋ 
f x£ ¤  %  7  &  P25  %  

ゆえに  区間 xTP1および区間 3Txで増加 
区間 P1TxT3で減少 

(8 点) 
 
2. 

y´x3x 2P3x3 x 2P1£ ¤x3 xO1£ ¤ xP1£ ¤  
y´x0 を解くと  xxP1, 1  
よって，y の増減表は次のようになる。 

x  …… P1 …… 1  ……

y´  ＋ 0  － 0  ＋ 

y  %  
極大

0  
&  

極小

P4  
%  

増減表から，この関数は  xxP1 のとき 極大値 0  
xx1 のとき  極小値P4  

をとる。 
また，x 軸との共有点は  P1, 0£ ¤， 2, 0£ ¤  

y軸との共有点は  0, P2£ ¤  
したがって，この関数のグラフは右の図のようになる。 

(12 点) 



小テスト解答 No.63 微分と積分 関数の極大・極小(2) 
 
1. 

関数 f x£ ¤xx 3P6x 2O12xとすると 
f´ x£ ¤x3x 2P12xO12x3 xP2£ ¤ 2  

次の増減表からわかるように，この関数はつねに増加し，極値をもたない。 
x  …… 2  ……

f´ x£ ¤  ＋ 0  ＋ 
f x£ ¤  %  8  %  

(6 点) 
 
2. 

関数 f x£ ¤を微分すると 
f´ x£ ¤x3x 2Oa  

xxP1 で極大であり，極大値が 1より 
f´P1£ ¤x0，f P1£ ¤x1  

すなわち  3Oax0，P1PaObx1  
これを解くと  axP3，bxP1  
このとき  f x£ ¤xx 3P3xP1  

f´ x£ ¤x3x 2P3  
x3 xO1£ ¤ xP1£ ¤  

よって，f x£ ¤の増減表は次のようになる。 
x  …… P1 …… 1  ……

f´ x£ ¤  ＋ 0  － 0  ＋ 

f x£ ¤  %  
極大

1  
&  

極小 
P3  

%  

増減表から，f x£ ¤は確かに xxP1において極大値 1をとる。 
このとき，極小値は  f 1£ ¤xP3  
したがって  axP3，bxP1  
また     xx1 のとき極小値P3 をとる。 

(14 点) 



小テスト解答 No.64 微分と積分 関数の最大・最小(1) 
 
1. 

yxf x£ ¤とおくと 
f´ x£ ¤x6x 2P6xP12x6 xO1£ ¤ xP2£ ¤  

f´ x£ ¤x0 を解くと  xxP1, 2  
(1) 区間P2TxT4 におけるf x£ ¤ の増減表は次のように

なる。 
x  P2  …… P1  …… 2  …… 4  

f´ x£ ¤   ＋ 0  － 0  ＋  

f x£ ¤  P1  %  
極大 
10  

&  
極小

P17
%  35  

よって，区間P2TxT4 における yxf x£ ¤のグラフは右

の図の実線部分となる。 
のグラフは，右の図の実線部分となる。 
したがって  xx4 のとき 最大値 35  

xx2 のとき 最小値P17  
(10 点) 

(2) 区間 0TxT3におけるf x£ ¤ の増減表は次のようにな

る。 
x  0  …… 2  …… 3  

f´ x£ ¤   － 0  ＋  

f x£ ¤  3  &  
極小 
P17

%  P6

よって，区間 0TxT3における yxf x£ ¤のグラフは，右

の図の実線部分となる。 
したがって  xx0 のとき 最大値 3  

xx2 のとき 最小値P17  
(10 点) 



小テスト解答 No.65 微分と積分 関数の最大・最小(2) 
 
1. 

(1) 各点の座標は，A Px, 0£ ¤，B x, 0£ ¤，C x, Px 2O3£ ¤となる。 
よって，ABx2x，BCxPx 2O3であるから 

Sx2x Px 2O3£ ¤  
xP2x 3O6x  

(6 点) 
(2) x のとり得る値の範囲は 

0txt 3   ……① 
(1)より，SxP2x 3O6xであるから 

S´xP6x 2O6xP6 xO1£ ¤ xP1£ ¤  
①の区間における Sの増減表は次のようになる。 

x  0  …… 1  …… 3

S´   ＋ 0  －  

S   %  
極大

4  
&   

よって，xx1 のとき，S は最大値 4をとる。 
(14 点) 



小テスト解答 No.66 微分と積分 方程式・不等式への応用(1) 
 
1. 

f x£ ¤xx 3P12xP8とおくと 
f´ x£ ¤x3x 2P12x3 x 2P4£ ¤x3 xO2£ ¤ xP2£ ¤  

f´ x£ ¤x0 を解くと  xxP2，2  
であるから，f x£ ¤の増減表は次のようになる。 

x  …… P2 …… 2  ……

f´ x£ ¤  ＋ 0  － 0  ＋ 

f x£ ¤  %  
極大

8  
&  

極小 
P24  

%  

よって，yxf x£ ¤のグラフは右の図のようになる。 
このグラフは x軸と異なる 3点で交わる。 
したがって，この方程式の異なる実数解の個数は 3個である。 

(20 点) 



小テスト解答 No.67 微分と積分 方程式・不等式への応用(2) 
 
1. 

f x£ ¤x2x x 2P6£ ¤P3 x 2P7£ ¤  
x2x 3P3x 2P12xO21  

とおくと 
f´ x£ ¤x6x 2P6xP12x6 x 2PxP2£ ¤x6 xP2£ ¤ xO1£ ¤  

である。よって，xU0 におけるf x£ ¤の増減表は次のようになる。 
x  0  …… 2  …… 

f´ x£ ¤   － 0  ＋ 

f x£ ¤  21  &  
極小

1  
%  

ゆえに，xU0 のときの f x£ ¤の最小値がf 2£ ¤x1であるか

ら 
xU0 のとき 

f x£ ¤u0  
したがって，xU0 のとき 

2x 3P3x 2P12xO21u0  
すなわち 

2x x 2P6£ ¤u3 x 2P7£ ¤  
(20 点) 



小テスト解答 No.68 微分と積分 不定積分 
 
1. 

(1) R4xdxx4 @
1
2
x 2OCx2x 2OC  (Cは積分定数) 

(3 点) 

(2) R2x 2dxx2 @
1
3
x 3OCx

2
3
x 3OC  (Cは積分定数) 

(3 点) 

(3) R x 2OxO1£ ¤dxx 1
3
x 3O

1
2
x 2OxOC  (Cは積分定数) 

(3 点) 

(4) R 3x 2P3xO2£ ¤dxx3 @
1
3
x 3P3 @

1
2
x 2O2xOC  

xx 3P
3
2
x 2O2xOC  (Cは積分定数) 

(3 点) 

(5) R 2xO1£ ¤ 3xP1£ ¤dxxR 6x 2OxP1£ ¤dx  

x6 @
1
3
x 3O

1
2
x 2PxOC  

x2x 3O
1
2
x 2PxOC  (Cは積分定数) 

(3 点) 
 
2. 

F x£ ¤xR 3x 2P5xO3£ ¤dx  

xx 3P
5
2
x 2O3xOC  (Cは積分定数) 

ここで，F 2£ ¤x0 であるから 

F 2£ ¤x23P
5
2

@ 22O3 @ 2OC  

xCO4  
より  CO4x0  
すなわち  CxP4  
よって 

F x£ ¤xx 3P
5
2
x 2O3xP4  

(5 点) 



小テスト解答 No.69 微分と積分 定積分(1) 
 
1. 

(1) 
2R

1
2xO1£ ¤dxx x 2Ox¥ ¦ 21  

x 22O2£ ¤P 12O1£ ¤  
x4  

(4 点) 

(2) 
1R

0
x 2OxO1£ ¤dxx x 3

3
O

x 2

2
OxÅ Æ 1

0
 

x
13

3
O

12

2
O1Ã ÄP0  

x
11
6

 

(4 点) 

(3) 
3R

1
x 2P3xO2£ ¤dxx x 3

3
P

3
2
x 2O2xÅ Æ 3

1
 

x
33

3
P

3
2

@ 32O2 @ 3Ã ÄP 13

3
P

3
2

@ 12O2 @ 1Ã Ä  

x
26
3
P12O4  

x
2
3

 

(4 点) 

(4) 
1R

P1
2xP1£ ¤ 3xO1£ ¤dxx 1R

P1
6x 2PxP1£ ¤dx  

x 2x 3P
x 2

2
PxÅ Æ 1

P1
 

x 2 @ 13P
12

2
P1Ã ÄP 2 @ P1£ ¤ 3P P1£ ¤ 2

2
P P1£ ¤Ç È  

x2  
(4 点) 

(5) 
3R

2
t 2P5tO6£ ¤dtx t 3

3
P

5
2
t 2O6tÅ Æ 3

2
 

x
33

3
P

5
2

@ 32O6 @ 3Ã ÄP 23

3
P

5
2

@ 22O6 @ 2Ã Ä  

x
19
3
P

25
2
O6  

xP
1
6

 

(4 点) 



小テスト解答 No.70 微分と積分 定積分(2) 
 
1. 

(1) 
1R

P2
xO2£ ¤ xO3£ ¤dxP 1R

P2
xO1£ ¤ xO4£ ¤dxx 1R

P2
xO2£ ¤ xO3£ ¤P xO1£ ¤ xO4£ ¤« ¬dx  

x
1R

P2
2dx  

x 2x¥ ¦ 1P2  
x2P2 @ P2£ ¤x6  

(3 点) 

(2) 
2R

2
2xP1£ ¤ 2dxx0  

(3 点) 

(3) 
2R

P1
2x 2OxO2£ ¤dxP P1R

2
x 2PxP2£ ¤dxx 2R

P1
2x 2OxO2£ ¤dxO 2R

P1
x 2PxP2£ ¤dx  

x
2R

P1
2x 2OxO2£ ¤O x 2PxP2£ ¤« ¬dx  

x
2R

P1
3x 2dx  

x x 3¥ ¦ 2P1  
x23PP1£ ¤ 3x9  

(4 点) 

(4) 
1R

0
3x 2PxO1£ ¤dxO 2R

1
3x 2PxO1£ ¤dxx 2R

0
3x 2PxO1£ ¤dx  

x x 3P
1
2
x 2OxÅ Æ 2

0
 

x23P
1
2

@ 22O2x8  

(4 点) 
 

2. 
与えられた等式の両辺を xで微分すると 

d
dx

xR
2
f t£ ¤dtx d

dx
x 2OaxO2£ ¤  

よって  f x£ ¤x2xOa  
また，与えられた等式に xx2を代入すると 

2R
2
f t£ ¤dtx0 であるから  0x4O2aO2  

よって  axP3  
したがって  f x£ ¤x2xP3，axP3  

(6 点) 



小テスト解答 No.71 微分と積分 定積分と面積(1) 
 
1. 

区間P2TxT1において，yu0 であるから 

Sx
1R

P2
x 2O1£ ¤dx  

x
1
3
x 3OxÅ Æ 1

P2
 

x
1
3

@ 13O1Ã ÄP 1
3

@ P2£ ¤ 3O P2£ ¤Ç È  

x6  
(4 点) 

 
2. 

(1) この放物線と x軸との交点の x座標は， 
x xO2£ ¤x0  

を解いて  xx0，P2  
区間 P2TxT0では，yT0 であるから，求める面積 Sは 

SxP
0R

P2
x xO2£ ¤dx  

xP
0R

P2
x 2O2x£ ¤dx  

xP
1
3
x 3Ox 2Å Æ 0

P2
 

x0O P
8
3
O4Ã Ä  

x
4
3

 
(8 点) 

(2) この放物線と x軸との交点の x座標は， 
Px 2O2xO3x0  

を解いて  xxP1，3  
区間P1TxT3 では，yU0 であるから，求める面積 Sは 

Sx
3R

P1
Px 2O2xO3£ ¤dx  

x P
1
3
x 3Ox 2O3xÅ Æ 3

P1
 

x P9O9O9£ ¤P 1
3
O1P3Ã Ä  

x
32
3

 

(8 点) 



小テスト解答 No.72 微分と積分 定積分と面積(2) 
 
1. 

放物線と直線の交点の x座標は 
x 2Pxxx  

を解いて  xx0，2  
区間 0TxT2では，xUx 2Px であるから 

Sx
2R

0
xP x 2Px£ ¤« ¬dx  

x
2R

0
Px 2O2x£ ¤dx  

x P
1
3
x 3Ox 2Å Æ 2

0
 

x P
8
3
O4Ã ÄP0  

x
4
3

 

(10 点) 
 
2. 

2 つの放物線の交点のx 座標は 
x 2P2xPx 2O2xO2  

を解いて  xxP1，2  
区間 P1TxT2では Px 2O2xO2Ux 2P2であるから 

Sx
2R

P1
Px 2O2xO2£ ¤P x 2P2£ ¤« ¬dx  

x
2R

P1
P2x 2O2xO4£ ¤dx  

x P
2
3
x 3Ox 2O4xÅ Æ 2

P1
 

x P
16
3

O4O8Ã ÄP 2
3
O1P4Ã Ä  

x9  
(10 点) 



小テスト解答 No.73 微分と積分 定積分と面積(3) 
 
1. 

関数yx 2xP3 は 

xT
3
2

のとき，2xP3T0であるから 

2xP3xP 2xP3£ ¤  
xP2xO3  

3
2
Tx のとき，2xP3U0であるから 

2xP3x2xP3  
したがって，求める定積分は 

2R
P1

2xP3 dxx
3
2RP1
2xP3 dxO

2R3
2

2xP3 dx  

x
3
2RP1
P2xO3£ ¤dxO 2R3

2

2xP3£ ¤dx  

x Px 2O3x¥ ¦ 3
2
P1O x 2P3x¥ ¦ 23

2

 

x P
9
4
O

9
2Ã ÄP P1P3£ ¤O 4P6£ ¤P 9

4
P

9
2Ã ÄÇ È  

x
13
2

 

(20 点) 


